
マイクロソフト教育

ソリューション販売

Level 100               50分

ゴール：M365 Education の提案が可能な状態

対象：ライセンス販売が可能な前提で未経験に近い営業

第1部 ： マイクロソフト GIGAスクール・パッケージの販売法
第2部 ： Microsoft 365 Education ライセンス契約について

日本マイクロソフト株式会社



”GIGAスクールパッケージ”
文部科学省が掲げるGIGAスクール構想に対応するため、

マイクロソフトが提供する教育ソリューション

学校基準
・先生方が使い慣れたWindows

現場の移行不安をなくし、すぐに活用

社会人基準
・子供たちの将来のためにOffice365

社会・企業で使われているスキル

安全基準
・情報は あくまで教育委員会のもの

Azureはクラウドの 「貸金庫」

GIGAスクール対応PC

GIGAスクール構想に対応した
教育プラットフォーム

①

②

③

④

⑤

MDMによる大規模な端末展開と
アカウント管理手法の提供

学びと働き方を同時改革する
教員研修の無償提供

「教育情報セキュリティポリシーに関する
ガイドライン」に対応可能なクラウド環境



学びと働き方
の同時改革

教育クラウド

１人１ID

教員研修

校内無線LAN
とクラウド利用
ネットワーク
の同時整備

データ活用



従来の地方財政措置1,805億円×5か年に加えて、今回の補正予算を適用することで、一人一台端末、
ネットワーク、クラウドを利用する環境整備が実現する。

A B① B②

予算内訳 ＝ （A）1,805億円 ＋ （B①②）２,３１８億円

＋

◆ 補助の上限金額4.5万円

◆ 1人１アカウントの設定管理費用
も計上が必要
＊ 研修費用は計上できないため、
自治体で負担

この地方財政措置により
3クラスに1クラス分の端末を整備



MDM
Mobile Device Management

基本ツール

校内LAN
工事

設定系の
積算可能

端末

搬入系の
積算可能



マイクロソフトが提唱する“GIGAスクールパッケージ”

”GIGAスクールパッケージ”
子供たち1人1人に個別最適化され、
創造性を育む教育ICT環境の整備

GIGAスクール構想を実現するための予算
1805億円 +2318億円

GIGAスクール対応PC

GIGAスクール構想に対応した
教育プラットフォーム

①

②

③

④

⑤

MDMによる大規模な端末展開と
アカウント管理手法の提供

学びと働き方を同時改革する
教員研修の無償提供

「教育情報セキュリティポリシーに関する
ガイドライン」に対応可能なクラウド環境

目
的

手
段

解
決
策
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① GIGAスクール対応 PC

⚫ 端末補助の上限金額：４．５万円
（設置・調整・研修・サポート費用を含まない、本体価格）

⚫ ハードウェアキーボード
⚫ タッチパネル
⚫ インカメラ and アウトカメラ
⚫ プリンターなど周辺機器との接続
⚫ 主要なプログラミング教材に対応（デスクトップ版可）

⚫ 補助の上限金額４．5万円に入札対応する機種
学びの最適PC としてOEM各社から提供

⚫ 文科省仕様に完全準拠！

⚫ 最先端の設置導入方法に対応 →設置費用従来の1/3

求められる要件・考慮すべき事項（文科省標準仕様） マイクロソフトの解決策
⚫ 文科省「GIGAスクール構想学習者用コンピュータ標準仕様

書」の内容に即した提案を準備しています。

◆ 文科省：Officeなどの基本ツールと端末管理ソフト（MDM）
費用を内包すること

⚫ 価格については、各代理店様からお見積りをご請求ください。

文科省のGIGAスクール・スペック対応PC発売メーカー

文科省 Windows OS 端末 × 基本ツール：教育機関向け Office 365 ライセンス(無償) × MDM 端末管理ツール

Word、Excel、PowerPoint といった使い慣れた Officeアプリや Forms（アンケート・小テスト機能）や Sway といった発表ツールがブラウザ上で利用可能です。

さらに Teams を使えば、クラスごとに課題を配布・回収・採点したり、Word、Excel、PowerPointなどのファイルを同時に協働編集が行えます。併せて遠隔授業の

ためのWeb会議、OneNoteでクラス全員のノートの管理も行え、これらは全て無償で利用が可能です。また、既にご利用の周辺機器やプリンタへの接続も円滑に行

えたり、Scratchをはじめ、多くのプログラミング教材（アプリケーション）をローカルディスクにインストールすることができます。Office 365 については、Chromebook、

iPadでも利用可能です。Windows端末 （キーボード付）

8メーカー
1７機種



GIGAスクール対応PC                   8メーカー1７機種



メーカー名 acer 日本HP NEC Dynabook Dell 富士通 富士通 マウスコンピュータ マウスコンピュータ Lenovo Lenovo

製品写真

製品名 TravelMate Spin B3
HP ProBook x360 11 
G5 EE

近日発表予定 dynabook K50
Latitude 3190 
Education 2-in-1

ARROWS Tab 
Q509/VE

ARROWS Tab 
Q5010/CE

MousePro-P116B MousePro P101A ideapad D330 300e

メーカー型番 TMB311R-31-A14P 近日発表予定 A6K1FPV43111
Latitude 3190 
Education 2-in-1

Q509/VE Q5010/CE MousePro-P116B MousePro P101A 81H300EVJP 近日発表予定

タイプ コンバーチブル型 コンバーチブル型 コンバーチブル型 デタッチャブル型 コンバーチブル型 デタッチャブル型 デタッチャブル型 コンバーチブル型 デタッチャブル型 デタッチャブル型 コンバーチブル型

CPU Celeron N4020 Celeron N4020 Celeron N4020
インテル® Celeron® プ
ロセッサー
N4020

Celeron N4100
Intel® Celeron®プロ
セッサー N4000 / 
N4100 

Intel® Celeron®プロ
セッサー N4000 / 
N4100 

Celeron N4100 Celeron N4100 Celeron N4000
Intel®Celeron®Proc
essor

ストレージ容量 64GB (eMMC) 64GB (eMMC) 64GB(eMMC) 64GB (eMMC) 64GB (eMMC)
64GB / 128GB 
(eMMC)

64GB / 128GB / 
256GB (eMMC)

64GB (eMMC) 64GB(eMMC) 64GB (eMMC) 64GB (eMMC)

メモリ容量 4GB 4GB 4GB 4GB 4GB
4GB（CPU:N4000選
択時）/ 8GB（CPU：
N4100選択時）

4GB（CPU:N4000選
択時）/ 8GB（CPU：
N4100選択時）

4GB 4GB 4GB 4GB

画面サイズ
11.6インチ タッチパネ
ル

11.6インチ HD IPS 
タッチパネル、Gorilla 
Glass 3

11.6インチHDタッチパ
ネル

タッチパネル付き 10.1
型 WXGA 広視野角
TFTカラーLED液晶（省
電力LEDバックライト）

11.6インチ タッチパネ
ル

約10.1型ワイド, タッチ
パネル

約10.1型ワイド, タッチ
パネル

11.6”（1366×768）
Touch Panel (10点マ
ルチタッチ対応, スタイラ
スペン付属)

10.1型グレア液晶 10
点マルチタッチ対応、
MPP準拠ペン（オプショ
ン）対応

10.1インチ HD IPS 
タッチパネル

11.6インチ タッチパネ
ル

キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード
84キー（JIS配列準拠）、
キーピッチ：17mm、キー
ストローク：1.2mm 

内蔵 日本語 Qwerty 非
-バックライト キーボード

日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード

WiFi
IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

WiFi6, 
IEEE802.11a/b/g/n/
ac/ax

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11ac/a/b/g/n（
最大433Mbps)

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

IEEE 
802.11a/b/g/n/ac

カメラ
インカメラ/アウトカメラ搭
載

インカメラ/アウトカメラ搭
載

インカメラ HD/アウトカメ
ラ 5M搭載

フロントカメラ 有効画素
数 約200万画素/リアカ
メラ 有効画素数 約500
万画素

インカメラ/アウトカメラ搭
載

インカメラ (200万画素)
アウトカメラ (800万画
素)

インカメラ (200万画素)
アウトカメラ (800万画
素)

イン/アウト2M (回転
in/out両用式)

フロント2M /リア2M
インカメラ/アウトカメラ搭
載

インカメラ/アウトカメラ搭
載

オーディオ
ヘッドセット/スピーカー・
ジャック x1

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット/ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

ヘッドセット／ヘッドホン
端子

USBポート USB 3.0 ポート x2 USB-A x2, USB-C x1
USB3.0(Type-A)x2,
USB3.0(Type-C)x2

USB Type-C™コネク
タ

USB 3.1 Gen 1 x 2
USB3.0(Type-A) x1 
, USB3.1(Type-C)x1

USB3.0(Type-A) x1 
, USB3.1(Type-C)x1

USB3.0(Type-A)x1, 
USB3.0(Type-C)x1

USB3.0(Type-C)x1, 
USB2.0(Micro)x1

USB Type-C 3.1×1 USB3.0以上×１以上

バッテリー駆動時
間

約12時間 約 16時間45分 約8時間以上（予定） 約16時間 約10時間 約12.8時間 約13.0時間 約10.6時間 約10.5時間 約14.3時間 約10時間

重量 約1.46Kg 約1.44Kg 約1.4Kg以下(予定)
タブレット：約610g、キー
ボードドック接続時：約
1,180g 

約1.45Kg 約0.99kg 約0.98kg 約1.38kg
本体約980g (キーボー
ドカバー含む：約
1.24kg）

約1.135kg（キーボード
接続時）

約1.45kg

Microsoft 
Autopilot対応

対応 対応 対応 対応 対応 対応 対応 対応 対応 対応 対応

GIGAスクール対応PC WiFiモデル （特別なWindows低価格ライセンス対応）
2020年2月：11モデル



2020年2月：6モデル

GIGAスクール対応PC LTE モデル （特別なWindows低価格ライセンス対応）

メーカー名 NEC Dynabook 富士通 富士通 マウスコンピュータ Lenovo

製品写真

製品名 近日発表予定 dynabook K50 ARROWS Tab Q509/VE ARROWS Tab Q5010/CE MousePro-P116B LTE ideapad D330 LTE
メーカー型番 近日発表予定 A6K1FPV41211 Q509/VE Q5010/CE MousePro-P116B LTE 81H300EVJP
タイプ コンバーチブル型 デタッチャブル型 デタッチャブル型 デタッチャブル型 コンバーチブル型 デタッチャブル型

CPU Celeron N4020

インテル® Celeron® プロ
セッサー

N4020

Intel® Celeron®プロセッ
サー N4000 / N4100 

Intel® Celeron®プロセッ
サー N4000 / N4100 

Celeron N4100 Celeron N4000

ストレージ容量 64GB(eMMC) 128GB (eMMC) 64GB / 128GB (eMMC)
64GB / 128GB / 256GB 
(eMMC)

64GB (eMMC) 64GB (eMMC)

メモリ容量 4GB 4GB
4GB（CPU:N4000選択時）
/ 8GB（CPU：N4100選択
時）

4GB（CPU:N4000選択時）
/ 8GB（CPU：N4100選択
時）

4GB 4GB

画面サイズ 11.6インチHDタッチパネル
タッチパネル付き 10.1型
WXGA 広視野角 TFTカラー
LED液晶（省電力LEDバック
ライト）

約10.1型ワイド, タッチパネ
ル

約10.1型ワイド, タッチパネ
ル

11.6”（1366×768）
Touch Panel (10点マルチ
タッチ対応, スタイラスペン付
属)

10.1インチ HD IPS タッチパ
ネル

キーボード 日本語キーボード
84キー（JIS配列準拠）、キー
ピッチ：17mm、キーストロー
ク：1.2mm 

日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード 日本語キーボード

WiFi IEEE 802.11a/b/g/n/ac IEEE 802.11a/b/g/n/ac IEEE 802.11a/b/g/n/ac IEEE 802.11a/b/g/n/ac IEEE 802.11a/b/g/n/ac IEEE 802.11a/b/g/n/ac

カメラ
インカメラ HD/アウトカメラ
5M搭載

フロントカメラ 有効画素数 約
200万画素/リアカメラ 有効
画素数 約500万画素

インカメラ (200万画素)
アウトカメラ (800万画素)

インカメラ (200万画素)
アウトカメラ (800万画素)

イン/アウト2M (回転in/out
両用式)

インカメラ/アウトカメラ搭載

オーディオ ヘッドセット／ヘッドホン端子 ヘッドセット／ヘッドホン端子 ヘッドセット／ヘッドホン端子 ヘッドセット／ヘッドホン端子 ヘッドセット／ヘッドホン端子 ヘッドセット／ヘッドホン端子

USBポート
USB3.0(Type-A)x2,
USB3.0(Type-C)x2

USB Type-C™コネクタ
USB3.0(Type-A) x1 , 
USB3.1(Type-C)x1

USB3.0(Type-A) x1 , 
USB3.1(Type-C)x1

USB3.0(Type-A)x1, 
USB3.0(Type-C)x1

USB Type-C 3.1×1

バッテリー駆動時間 約8時間以上（予定） 約16時間 約12.8時間 約13.0時間 約10.6時間 約14.3時間

重量 約1.4Kg以下(予定)
タブレット：約620g、キーボー
ドドック接続時：約1,190g 

約0.99kg 約0.98kg 約1.38kg
約1.135kg（キーボード接続
時）

Microsoft 
Autopilot対応

対応 対応 対応 対応 対応 対応



② GIGAスクール構想に対応した 教育プラットフォーム

1人1台時代に最適な、教育プラットフォーム



個別最適化学習に必要な学習プラットフォームと
教育機関に最適なWindows端末で実現する、未来の学び

GIGAスクール構想のための
 端末の大規模一斉展開を考慮した、シンプルな導入方法

 端末に紐づいた買い切りライセンス

 端末・ユーザー・アプリなどを、すべて同一のツールで一元管理

 協働編集用のプラットフォームを手軽に構築可能

 Office 365 ProPlus、Teams for Education や OneNoteなど、

個別最適化学習と協働学習に特化した学習ツールで最新の学びを実現

MICROSOFT CONFIDENTIAL for Microsoft Education partners only



■端末管理ツール ：Microsoft 365 Education GIGA Promo

• 2,760円/端末 買い切り

• 端末に紐づいたライセンス

(該当端末が使えるかぎり、

最長6年間 利用可能)

• Student Use Benefit 対象外

• 共有端末での利用



GIGAスクール構想に対応した 教育プラットフォームのご用命

求められる要件・考慮すべき事項 マイクロソフトの解決策

⚫ 導入の工数を減らし、校内LAN工事を削減したい
⚫ GIGAスクール予算内で、少しでもコスト削減をしたい

⚫ 全国の自治体や学校が、より容易に、より効率的・効果的
な調達ができるように支援

⚫ 都道府県レベルでの共同調達を推進

⚫ 端末管理ライセンスとして
Microsoft ３６５ Education ライセンスの提供

⚫ 都道府県が市区町村を取りまとめる共同調達の
場合、教育委員会向け圏域包括プログラムを提供
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マイクロソフト純正MDM 教育機関向けライセンス

〇〇県教育委員会
圏域包括契約

A市 B市 C町 D村

詳細

• 2,760円/端末 買い切り

• 端末に紐づいたライセンス (該当端
末が使えるかぎり、最長6年間 利用
可能)

• Student Use Benefit 対象外

• 共有端末での利用

ライセンス

プログラム
• CSP

対象顧客
• GIGAスクール構想の予算で端末を
購入する日本の教育機関



ライセンスに関しては
後ほど ライセンス編で
詳しく行います。



④ Teams で Society5.0 時代の社会人スキルを育成

16

Future-ready skills

Photo, Paint3D Mixed Reality



DEMO
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日本で 世界で WindowsとOfficeは 学校現場を支えています

幼稚園の年長からWindows端末を配備

保護者が社会で通じる

ITリテラシーの習得を要望

Renton Prep School (US) 4yrs old -Grade10

社会人基準
・子供たちの将来のためにOffice365

学校基準
・先生方が使い慣れたWindows 〇過去資産

社会・企業で使われている標準スキル

教育用ＰＣのＯＳ別台数

Windows ｉOS/MａｃOS その他

現場の移行不安をなくし、すぐに活用

91 %

文科省 学校における教育の情報化の実態等に関する調査
/ 平成３０年度調査結果

DO-IT Japan
障碍や病気のある子どもたち・若者の
テクノロジを活用した応援プログラム

Windows＋ Office365教育プラットフォーム
実績＋将来性 ＝ 安心



【事例】協働学習（Teams/OneNote Class Notebook）

19

戸田東小学校（小５ 国語）

チャット機能による
他者との会話の体験

教科書から読み取った内容を
OneNoteに書き込み

OneNoteに自分の経験・
考えを書き込み

Teamsを使って話し合い、
自分の経験を入れた文書にまとめる

OneNote で他者のノートと比較
共通点と相違点の共有

Teams上のWordで１つの文書を
4人グループで同時編集

1

2

3

4

5

6



【事例】戸田東小学校 2019年6月8日 ＠NEE東京 ｽﾃｯﾌﾟﾓﾃﾞﾙ校 実践発表より

20

埼玉県戸田市立戸田東小学校
主幹教諭 勝俣 武俊

❷子供たちが自走 ❸個性が生きる❶協働的な学びの実現



④ 教育現場での活用 ： Teams ＝ コミュニケーション・ハブ

21

働き方 学び方教え方



2222

職員室のペーパーレス テレワーク

教育委員会・学校間の遠隔会議

学校でのファイル編集作業を自宅など校外でも安全に実施会議資料などファイル共有環境の整備と教職員端末の有効活用

教育委員会・学校間の会議・連絡・報告に伴う移動時間の削減と
タイムリーなコミュニケーションの実現

学校内 学校外 自宅・出張先

ファイルの表示・編集

ファイルのダウンロード

職員会議の削減・定例業務の削減

対面で行う
職員会議
の時間

90% 削減！

職員会議を削減し、定例業務を削減することで児童・生徒と向き
合う時間に充てる

週次で担当表を通知
するなどのルーティー
ン作業は自動化

現場への導入は まず働き方改革 → 「自分事の実感」 → 次に学び方改革へ

職員室は 現状のWindows＋Officeのままなら 教室もWindows＋Office統一して 学び方＋働き方改革を



校務でICT活用のメリットを実感→教員は同じツールを授業でも安心して利用

職員会議のペーパーレス

学年通信を共同編集で作成 授業での協働学習

課題研究でのファイル共有



教育には Windows と Office を選ぶべき理由



Windows はスリープからの起動が遅く、PCを再起動させるのに時間がかかる？

Windows 10 は電源 OFF からの高速起動
だけでなく、スリープ状態からも
わずか１秒で高速復帰できます。

PCを使う時間と、先生の話を聞く時間を
効率的に切り替えることができます。

誤解

真実

Windows の誤解と真実



Windows は急に更新が始まってしまうし、更新に時間がかかる？

Windows 10 では PCを使用する時間帯を設定しておくと、その間は更新が自動

で始まることはありませんので、更新するタイミングをコントロールできます。

さらに、更新プログラムを改善し、ファイルサイズを最大 50% まで縮小、更新にか

かる時間を大幅に短縮しています。

また、Intune を使えば、スリープ状態からの更新も可能になるので、夜間に充電

保管庫内で端末を自動アップデートさせることが可能になります。

Windows の誤解と真実

誤解

真実



Office 365 ~Society 5.0 時代の ICT 教育~

他社サービスの場合 仕事で使われているのは Office や Windows なので、

生徒が社会人になったらまた１から覚える必要があります。

Office 365 の場合

Office 365 は、日本ではもちろんグローバルでも求められてるいるICTスキルです。

米国の調査では、「ビジネスや社会で求められるスキル」として

第 3 位に「Microsoft Office」、第 11 位に「Microsoft PowerPoint」、

第 13 位に「Microsoft Word」が挙げられています。

在学中に Office 365 をマスターしておくことは「社会で実践的に使えるもの」を身に付けることに

なりますので、進学や就職にも有利だと言えます。

子どもたちが社会に出たときに役立つスキルを、ICT 教育を通して身に付けさせたい

Office 365 ～Society 5.0 時代の ICT 教育～



Office 365 ～Society 5.0 時代の ICT 教育～

他社サービスの場合
中国で利用規制されているため、留学や遠隔交流の際には別サービスの

購入が必要になります。

Office 365 の場合

国際的に活躍する「グローバル人材」の育成が大きなテーマになっているなか、インターネットを通じた国際

交流を行う機会も増えてきました。

Office 365 は 240 を越える国と地域で正式に利用が可能なので、欧米をはじめ、中国やシンガポール、

タイなどアジア主要国との遠隔授業やファイル共有、短期留学の際も、追加コストや手間なく海外交流が

行えます。

欧米だけではなく、中国との交流や留学時でも問題なく使いたい



Office 365 ～Society 5.0 時代の ICT 教育～

他社サービスの場合 横書きしかできないし、ふりがなも振れないので、
国語の授業や低学年向けの教材作成ができません。

Office 365 の場合

Word や PowerPoint をはじめとした Office アプリでは、縦書きやふりがな入力が可能ですので、

日本の教育現場に特化した教材づくりを行うことができます。

また、Windows 10 には日本の ICT 教育現場に最適なフォントである「UD デジタル教科書体」も標準

搭載されています。学習指導要領に準拠し、書き方の方向や点・ハライの形状を保ちながらも、

太さの強弱を抑え、ロービジョン ( 弱視)、ディスレクシア ( 読み書き障がい) に配慮したデザインの

フォントです。

ふりがなや縦書きなど、日本の教育現場特有の機能は必須

縦
書
き
や
ふ
り
が
な
入
力
が
可
能
で
す
。



③ MDMによる大規模な端末展開とアカウント管理手法の提供

求められる要件・考慮すべき事項 マイクロソフトの解決策

⚫ 導入の工数を減らし、校内LAN工事を削減したい
⚫ 1人1台の端末整備の機器設置・その後の運用管理

⚫ 今後、クラウドによる一人１アカウントの運用が必要
⚫ 誰一人取り残すことのない個別最適化された学びの実現

一人一人の学習記録ビックデータの収集・分析へ

⚫ 設置費用を大幅に削減する新しい管理手法
IntuneとAAD による Modern Desktop Deployment

⚫ ９００万台・９００万人の端末展開、アカウント管理対応手法
クラウドのメリット“迅速な基盤構築”を発揮
➢ MDM(Intune)活用の展開・管理で、コストの削減と納

品・メンテナンスのスケジュールを短縮

【これまで】

クラウド

環境設定

クラウド

アカウント登録

端末

展開準備

端末配付

と展開
管理運用

設計・構築 展開 運用

サーバー

環境構築

ドメイン

ユーザー登録
マスター構築 マスターの端末展開 端末配付 管理運用

導入プロセスの短縮化を図り大規模展開に対応

【これから】

現場作業を介さない端末展開

児童・生徒アカウントの効率的な運用

端末の更新管理、メンテナンスの自動化

• サーバー設計
• ADドメイン環境構築

• ADドメイン
ユーザーの登録

• グループポリシーの設定
• 端末の手動カスタマイズ

（OS、ドライバ、アプリ）
• ひな型取得

• ひな形の複製
• ドメイン参加
• 個別アプリの追加

• 利用者への配布 • 個別の設定変更
• 更新管理

• テナントの作成
• ドメイン名設定

• アカウントの登録
• 利用するサービス、

ライセンスの割り当て

• 端末情報の登録
• 端末の自動

カスタマイズ設定
（OS、ポリシー、アプリ）

• 利用者へ端末配布
• ユーザーログオン

（初期設定の自動化、
ドメイン参加、
設定/アプリの配信）

• クラウド一括設定
• 自動更新





①最小限の設定パッケージを作成
②ユーザー登録

③初回起動時にUSBを接続し
初期設定を自動実行

⑤ネットワークに接続して起動
⑥ユーザー毎に設定が配信され利用開始

④学校へ配付

Intune

Azure AD

管理者の作業

学校での作業

生徒 生徒

教職員 教職員

設定配信

③ MDMによる大規模な端末展開とアカウント管理手法の提供



デスクトップ モバイル Web

iPhone Android

iPad

OS X 10.10 以上

Windows 7 以上

働き方でも学び方でも必要になる今後の考え方
デバイスを問わず一貫したエクスペリエンスでつながりを維持

Microsoft Edge

Google Chrome

Intune for Education

Office365 / Azure Active Directory



GIGAスクール端末設定ガイドブック



構築・運用・管理の
関しては
Technicalトレーニング編で
詳しく行います。



求められる要件・考慮すべき事項 マイクロソフトの解決策

２つのプログラムを無償でご提供
⚫ 都道府県・政令市 教育センター向け研修プログラム
⚫ オンライン研修コースにGIGA向け研修メニュー化

運用管理者と現場の教員向けに、Teams を中心とした、授業での活用や
日常の運用に必要な研修を提供します

都道府県において市町村の研修トレーナーを
育成する研修プログラムを提供

⚫ GIGA予算に組み込まれない研修費用：自治体負担
各教科等ごとに、ICT を効果的に活用した学習活動
教員の働き方改革

⚫ 日常的にICTを活用する体制をつくる
→ 来るべきBYOD時代に向けた親御さんの納得

のためには日常的な活用、有効性の証明が最重要

◼ Teams の授業での活用

◼

◼ Windows/Office 活用

◼ Teams による協働学習

◼ Forms による小テスト・課題

現場の教員向け 運用管理者向け

◼ Office 365 の運用

◼ Teams チーム作成

◼ Office ３６５ アカウント作成

◼ ライセンス割り当て



https://www.education.microsoft.com/ja-jp

https://www.education.microsoft.com/ja-jp


求められる要件・考慮すべき事項 マイクロソフトの解決策

⚫ 個人情報規定(ISO27018, ISO27701 など)の認証
⚫ 情報資産の管理に日本の法律が適用されること
⚫ 係争時における管轄裁判所が日本国内になること
⚫ クラウドサービスが安全に運用されているかの確認

⚫ 職員室は Office 継続→万全のセキュリティー対策

⚫ マイクロソフトのクラウドサービスは、「教育情報
セキュリティポリシーに関するガイドライン」に対応
可能なクラウドサービスです。

⚫ 職員室は国内ほぼ Windows です。 セキュリティ・
既存設備連携を考慮すれば OSは１つに統一

【事例】最高裁判所の民事訴訟手続きの IT 化において、Microsoft Teams を採用 （2020年1月9日 | Japan News Center）
～ 時間と場所にとらわれないコラボレーションにより、裁判の迅速化と負担軽減を実現 ～

https://news.microsoft.com/ja-jp/2020/01/09/200109-microsoft-teams-adopts-it-for-court-civil-procedure/

⚫ 最高裁判所 が推進する、民事訴訟手続きの
IT 化において、「Office 365」におけるコラ
ボレーションツール「Microsoft Teams 」が
採用されました

⚫ 2020 年 2 月から 9 か所、2020 年 5 月頃
から 5 か所の裁判所で取り扱われる民事訴
訟事件の争点整理注から Teams が活用さ
れることになります。民事訴訟事件の争点整
理において、Teams が活用されるのは世界
初です。



1. クラウドサービスを選定するにあたって 「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」

1.1. 守秘義務、目的外利用及び第三者への提供の禁止

個人情報を取り扱うクラウドサービスを利用する場合には、クラウドサービスにおける個人情報の規定

(ISO27018, ISO27701 など）などの認証を取得しているサービスが望ましい。

参照：クラウドサービスにおける個人情報の取り扱い(改訂個人情報法との関連)

1.2. 準拠する法令、情報セキュリティポリシー等の確認

自らの情報資産の管理に日本の法律が適用されること、係争時における管轄裁判所が日本国内になること

を留意する必要がある※。

※ ドル建てで決済する場合には外国通貨利用なのでその時点で明示されなくても当該通貨の発行国の法が適用されますので注意してください。

マイクロソフトクラウドは、円建てでのお支払いが可能です。

1.3 監査

クラウドサービスが安全に運用されているかの確認するには、日本のクラウド情報セキュリティ監査

(CSゴールドマーク)で認定を受けているクラウドサービスを選定するで、クラウド利用者による直接監査を

行う必要がなくCSゴールドマークを導入時や年次の利用者自身の監査結果として利用することができる。

2. クラウドサービス利用時におけるセキュリティー対策

最新のセキュリティモデル(ゼロトラスト)を採用することで、クラウドを安全に利用することが可能です。

校務に携わる者のセキュリティには標的型攻撃の対策が施されていることが望ましい。

Microsoft 365 Education と
Windows 10 で実現

Azure AD x Intune x Windows 
でゼロトラストベースの環境実現

CSゴールドマークを取得

ISO27018, ISO27701 などの
個人情報の規定に関する認証取得

利用契約の準拠法は日本、管轄裁
判所は東京地方裁判所
円建での決済が可能

マイクロソフトのクラウドサービス





”GIGAスクールパッケージ”
文部科学省が掲げるGIGAスクール構想に対応するため、

マイクロソフトが提供する教育ソリューション

学校基準
・先生方が使い慣れたWindows

現場の移行不安をなくし、すぐに活用

社会人基準
・子供たちの将来のためにOffice365

社会・企業で使われているスキル

安全基準
・情報は あくまで教育委員会のもの

Azureはクラウドの 「貸金庫」

GIGAスクール対応PC

GIGAスクール構想に対応した
教育プラットフォーム

①

②

③

④

⑤

MDMによる大規模な端末展開と
アカウント管理手法の提供

学びと働き方を同時改革する
教員研修の無償提供

「教育情報セキュリティポリシーに関する
ガイドライン」に対応可能なクラウド環境



① 「教育トランスフォーメーション」ハンドブック
http://aka.ms/etfjapan

④ 「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」ハンドブック
https://aka.ms/securitycloud

② Windows 10 のモダンディプロイメントと運用手法 基礎編
https://aka.ms/gigadeploy

③ 教育には Windows と Office を選ぶべき理由
https://aka.ms/bestedu

① ② ③ ④

2020年2月5日

http://aka.ms/etfjapan
https://aka.ms/securitycloud
https://aka.ms/gigadeploy
https://aka.ms/bestedu


Microsoft 365 Education
ライセンス契約について

Office 2019 と Office ３６５ ProPlus の違い
GIGAスクール対応 ライセンス提案
Microsoft 365 Education A1とは



GIGAスクール構想対応

Microsoft GIGAスクールパッケージ

日本マイクロソフト



GIGAスクール対応PCとして、8メーカー17機種のWindows端末
• 学習者用コンピュータ標準仕様書に完全準拠
• プリンターなどの周辺機器への接続
• 主要なプログラミング教材に対応（デスクトップ版可）

端末

OS

Windows10 Pro Education を提供
• 企業レベルのウイルス対策、ゼロデイ攻撃対策 ：Windows Defender
• モバイルアプリケーション管理

学習者用基本ツール

世界中の教育現場・企業で、活用されている Office 365を提供
• 使い慣れたOffice 365 のオンライン版とデスクトップアプリ、両方使用可能
• 協働学習・個別学習・遠隔授業に役立つクラウドサービス
• 授業プリントなど、既存の資産をそのまま活用
• 縦書き・教科書フォントに対応

端末管理ツール

教育利用に対応した端末管理ツール Intune for Education
• クラウド型端末管理（Windows, iOS, Mac OS, Android対応）
• Windows Updateの管理・制御
• アプリの管理・制御

GIGA スクールパッケージ

(1人1台端末整備包括内容)



Microsoft 365 Education GIGA Promo

「GIGAスクール教育プラットフォーム」
新オファー アップデート

2020年3月



Microsoft Confidential

詳細

• 2,760円/端末 買い切り

• 端末に紐づいたライセンス (該当端末が使えるかぎり、最長6
年間 利用可能)

• Student Use Benefit 対象外

• 共有端末での利用

ライセンス

プログラム
• CSP

対象顧客 • GIGAスクール構想の予算で端末を購入する日本の教育機関

Microsoft 365 Education の新プラン：GIGA スクール構想のための特別な端末管理ツールライセンス

Microsoft 365 Education GIGA Promo

MICROSOFT CONFIDENTIAL for Microsoft Education partners only



Microsoft Confidential

Office 365 
A1

Free (¥0)

Microsoft 

365 

Education 

GIGA Promo

￥2,760/端末*

Microsoft 
365 A3

年間7,800円/
人

Microsoft 
365 A5

年間14,160円
/人

Microsoft 365 
Education GIGA 

Promo

Microsoft 365 A3 Microsoft 365 A5

GIGAスクール構想に対応
するために特別に作られた
新しいライセンス

中～大規模の教育機関向け
包括ライセンス

最上位のセキュリティ機能が
ついた中～大規模の教育機関
向け包括ライセンス

端末に紐づいたライセンス
(該当端末が使えるかぎり、
最長6年間 利用可能)

ユーザーに紐づいた年間サ
ブスクリプション； Student 
use benefit 対応

ユーザーに紐づいた年間サブ
スクリプション； Student use 
benefit 対応

クラウドベースのソリュー
ション

EES: ハイブリッド環境対応
ソリューション
CSP:（オンプレ対応不可）

EES: ハイブリッド環境対応ソ
リューション
CSP:（オンプレ対応不可）

販売チャネル：CSP経由で
GIGAスクール構想の予算
で端末を購入する日本の
教育機関のみ

販売チャネル：EES、CSP 販売チャネル：EES、
CSP (2018.04**)

*端末に紐づいたライセンス (該当端末が使えるかぎり、最長6年間 利用可能)

**Microsoft 365 A5 without PSTN Conferencing is available as 
of April 2018; Microsoft 365 A5, with PSTN Conferencing, will 
be available at a later date. 

GIGAスクール構想
特別ライセンス

MICROSOFT CONFIDENTIAL for Microsoft Education partners only



Microsoft 365 Education GIGA Promo の買い方
Microsoft 365 Education Japan Promo は、CSP経由の6年間有効の買い切り型端末ライセンスです。
日本市場のために作られた、GIGAスクール構想の対象教育機関にのみ提供されるライセンスです。

APIs もしくは Partner Center から

Microsoftに発注

1. Microsoft 365 Education GIGA Promo

の発注

2. Office 365 A1 教職員ライセンス (￥0) を

必要人数分追加

3. Office 365 A1 学生ライセンス (￥0) を必

要人数分追加

1. Microsoft 365 Education GIGA 

Promo をリセラーに発注

2. 教育機関のドメインやメールアドレスなど、必

要情報の提供

1. Microsoft 365 Education GIGA 

Promo をディストリビューターに発注

2. 教育機関のドメインやメールアドレスなど、

必要情報の提供

ダイレクトCSPリセラーは、直接Microsoftに

発注可能; “ディストリビューター”を参照

教育機関 リセラー1 2 ディストリビューター3

購入後のライセンス管理

• Intune for Education – 端末に紐づくライセンス;ユーザーへの割り当ては不要

• Office 365 A1 – ユーザーに紐づくライセンス; Office 365 管理ポータルから Office 365 A1 ライセンスを教職員または学生に割り当て必要

Office 365 A1 ユーザーの追加/削除

発注数を上回るOffice 365 A1のライセンスが必要になった際には、 Office 365 管理者ポータルから上限なしで追加することが可能です。

パートナー経由での発注は必要ありません。

MICROSOFT CONFIDENTIAL for Microsoft Education partners only
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